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すなわち、キャンパスの混沌の中で個性を磨き上げるこ

とで、大学全体が生き生きとしてくるのである。どれも

これも同じような平凡な個によって構成されているの

では、組織としての特色もなければ、活力のある組織も

生まれない。 

ぼくがボーイスカウト日本連盟の理事長を務めさせ

ていただいているのは、ボーイスカウトが単なる知力だ

けではなく総合的な人間力を鍛えるという「運動」であ

るからだ。ボーイスカウトは「組織」ではなく「運動」

なのである。教室での教育ではなく、チーム学習のため

の野外活動という方法論をとり、教室外で心身ともに鍛

えるのがスカウト活動である。ぼくは、自分の原体験か

ら、スカウト組織はいわゆる組織体ではなく運動体であ

って、一見破れかぶれに見えるが、青少年の本性を生か

す優れた教育法である点に共鳴している。 

野外活動をしていると、周囲から次第に信望を集めて

いく者が必ずいる。野外での想定できないさまざまな自

然現象に対して、臨機応変に対処できるスキルをもち、

率先垂範してたえず全体の面倒をみることのできる者

がここでは信望を集める。そういうさまざまなスキルと

個性を持ち、周囲と共働しようという意欲をもった者た

ちがチームを組むことによって、ボーイスカウトの「班」

という教育のためのチームかつくられる。 

組織と個人との一般的関係で言えば、まず、個を強め

なければいけないが、組織がその組織としての力を発揮

するためには、長年の間に育まれたその伝統や慣行とい

った組織の論理も大事にしていかなければならない。し

かし、スカウトは運動体なのだ。運動体として発展する

ためには、理想の堅持と理想に対する情熱の持続力が不

可欠である。 

野外活動の団体とか仲間社会とかの中で学ぶ経験は、

いまの学校教育の場では得られない何物かがある。学校 
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では、みんなが同じように、碁盤の上の碁石のように、

同じ大きさの、同じ質量のものとして扱われ、個性を伸

ばすことにはさほど意が払われない。碁は基盤の上の石

の配置で勝敗か決まる。だが、人は碁石ではないから、

その個性を無視した配置をしては駄目なのだ。人はそれ

ぞれがもつ個性も力も違うから、チームの中では適材を

適所に配置し、それぞれの力を発揮させるよう配慮しな

ければならない。それは理屈ではない。集団の中でおの

ずと明らかになる個人のポジションのとり方によって、

チーム全体のもつ力が決まる。そういう秩序がおのずと

できてくるのがボーイスカウトの野外活動のもたらす

成果なのだ。そこに本来の組織体と運動体との違いがあ

る。 

 野外生活とは何か。簡単にいうと原始人の生活であ

る。原始人は自然の中で生きる力を本能的に身につけて

いく。同時に、仲間に対する思いやりの心も。それが人

間の原点であり、その原点をボーイスカウトは大切にし

てきている。 

 ところが現代の社会における学校教育にあっては、自

然体験により本能的に身につけていく人間の生きる力

などには全く関心が払われず、むしろ無視されている。

要するに、学校教育では組織の一員として等質等量の碁

石のようなコマをつくることのみに教育の関心が払わ

れている。しかし、人間は個性のない碁盤上の碁石では

ない。 

現代の学校という組織がそもそも個性を奪うことに

のみ熱心であり、個性を生かす運動としては機能してい

ない。そこに受験が加わることによって、そのゆがみに

さらに拍車がかかっている。受験によって妙にゆがんだ

競争心だけが増幅され、知力だけで人間の価値を決める

かのような考え方が社会を制している。 

 だが人間社会というものは、どんなに優れた学者がい

ても、その人１人だけではその知恵を生かすことはでき

ない。いろいろな人たちの支援と協力がなければ、その

知恵は世のため人のために生かすことはできないのだ。

それが人間社会というものである。だから、ぼくたちの

運動はそれぞれの個性を十全に生かせる世界の実現な

のだ。 

You’ll never Walk alone!  

奥島孝康 
ポーイスカウト日本連盟 

理事長 

日本高校野球連盟会長 

早稲田大学元総長 

早稲田大学は野人の集団

と云われる。ある意味で、

徹底した個性尊重主義であ

り、一騎当千の連中がみん

な勝手なことをやっている

カオスの中で個人が鍛えら

れていくという独特の伝統

的な教育共同体である。だ

からその組織は、およそ世

間の常識からはほど遠い非

常に個性的な共同体であ

る。少なくとも僕が在学し

ていたころはそうだった。 

雑誌「財界」に連載されている

奥島理事長のコラムが単行本と

して発売されました。 

今回はその１９９頁から転載しま

した。 
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編集後記 

 本誌６ページに御紹介したボーイス

カウト日本連盟理事長の奥島孝康氏は

高校野球連盟会長のほか、さまざまな

団体の理事長を務めておられ、そのほ

とんどが財政的に苦境にあるか、運営

上の問題を抱えていて、無報酬どころ

か寄付の必要さえあるとのことです。 

ご自身もスカウト経験を持ち、使命

感と情熱で損得を度外視して「世のた

め人のためにほんの少しだけ、何かの

お役に立つことができさえすればよい

としよう」と活動しておられます。 

 私たち霊南坂スカウトも身近な所で

世のために役に立ち、スカウト経験の

素晴らしさを語らずとも行動で示して

ゆきたいと思います。 田中新二      

これからのスケジュール 

2008年8月ボーイスカウト那須野

営場で霊南坂スカウト60周年記念合

同キャンプを実施した際、記念植樹

（花水木）を行いましたが、残念な

がら枯れてしまいました。そこで記

念プレートを設置する「スカウトク

ラブ20周年記念」バスツアーを１１

月９日（日）に開催します。那須高

原の紅葉の下でバーベキューと温泉

を楽しみましょう。 

参加費：３，０００円 

問い合わせ、申し込みはスカウトク

ラブホームページまたはメールで 

usui4669@hotmail.co.jp 

におよせください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

会費の納入をお忘れではないですか？ 

スカウトクラブは現団への支援、会報印

刷、通信費など、皆様の会費とバザーの

収益金、賛助金で運営しています。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

この会報への広告出稿をお願

いいたします。 

サイズ：11.3×8.2cm 

掲載料：1回3,000円×年2回予定 

デザイン等はお手伝します。 

＊下記シーサイド・トップの広

告は高橋弘長兄にご配慮いただ

きました。 

 

霊南坂スカウトクラブ役員  
会長       小崎忠雄  

副会長       田中新二  

               クラブ会報編集長 

副会長・総括    西郷崇子       

会計・団 ・HP    臼井純一 

会計・       檜垣君子 

会計         大槻敬太郎 

総務・団        戸田健次郎 

総務・団     倉持雅人 

書記          塚田洋子 

書記          西谷芳美 

書記          小田島典子 

通信       矢澤宏子 

広報・団     清水康輝  

教会・団     古谷久代   

                  ガールスカウト団委員長 

監事       日下部英一 

監事       柳 健一 

月例オープン集会 

月例オープン集会にぜひご参加

ください。現役時代に戻り・話して

食べて・楽しい集会にしたいと計画

しております。 

原則毎月（８月は休）第２水曜日 

（祭日に当たる時は第３水曜）１９時～ 

神谷町の「エリー」で開催いたしま

す。 

お問い合わせは 

stp@nifty.com 又は090-3341-7311 

田中新二まで・・ 

お待ちしています。 

 スカウトクラブのホームページ 

霊南坂スカウトの最新情報や

昔懐かしい写真など、いろいろ

な情報が詰まったホームページ

を運営しています。 

http://reinanzaka-sc.o.oo7.jp/   

伝言板コーナーに、ふるって投稿

をお願いいたします。 

皆様からの情報提供をお待ちし

ています。 

  アンケートを実施します 

われら霊南坂スカウトクラブは本

年創設２０周年を迎えました。この

節目にスカウトクラブの進むべき道

について皆様のご意見を伺い、これ

からの活動に反映してゆきたいと考

えています。   役員一同 

当会報の巻頭を飾る「B-P 卿

の言葉」欄に皆様の好きな言葉、

いつも心に焼き付いている言葉

をお寄せください。順次掲載し

てゆきます。今回は杉原兄に選

んでいただきました。 

霊南坂スカウトクラブ 告知板 




